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《本年度の重点目標》 自他のよさを認め合い 共に高め合う子どもの育成           

令和８年 
２月２７日発行  

No.１０ 

旭川市立正和小学校 学校教育目標「かんがえる子 やさしい子 つよい子」 

子育て四訓 

校 長  石 持 英 世  

 

２月も終わりを迎えました。校長室から見えるグラウンドは依然として深い雪に覆われていますが、

時折差し込む日差しには少しずつ力強さが加わり、春の訪れが待たれる季節となりました。 

 今年度も残すところあと１カ月。この時期、子どもたちは一年間の学習を締めくくり、次なるステップ

へと踏み出す準備を進めています。 

 

先日自宅の部屋の整理をしていたときに、ネイティブアメリカンの教えと言われる「子育て四訓」に

ついて書かれた資料を見つけました。 

「乳児はしっかり、肌を離すな」  

「幼児は肌を離せ、手を離すな」 

 「少年は手を離せ、目を離すな」 

 「青年は目を離せ、心を離すな」 

小学生はまさに「少年」の時期に当たります。 幼児期のように何でも手助けする段階から一歩進

み、本人の自主性を尊重して「手を離す」一方で、その歩みをしっかりと見守る「目を離さない」姿勢

が求められます。 

この「見守る」という姿勢は、漢字の「親」という字にも象徴されています。２年生の国語で学ぶ「漢

字のたし算」に当てはめると、親という字は「木＋立＋見」、つまり 「木の上に立って見る」姿となりま

す。すぐそばに寄り添いすぎると、目の前の小さな危険は取り除けますが、大人も子どもと同じ目線

になってしまい、将来の大きな危険を予見したり、進むべき広い道筋を示したりすることが難しくなり

ます。あえて少し高い場所から距離を置いて見守ることで、初めて子どもの全体像を把握し、必要な

時に適切なサポートができるようになるのです。 

また、子どもは周囲の大人の姿を映し出す鏡でもあります。資料には、「批判ばかり受けて育った

子は非難ばかりし、励ましを受けて育った子は自信を持ち、ほめられる中で育った子は感謝するこ

とを知る」とも記されていました。私たちが子どもを認め、ほめることで、子どもは自分を大切にする

心を育むことができるようになると思います。 

３月の卒業や４月の進級に向け、子どもたちが自信を持って羽ばたけるよう、 私たちは「手を離し

ても目は離さず、そして最後まで心を離さない」という姿勢を大切にしていきたいと思います。学校と

家庭、地域が「ともに」手を取り合い、子どもたちの健やかな成長を支えていければ幸いです。 

まだまだ寒さが続きますが、今後とも変わらぬご支援とご協力を賜りますよう、お願い申し上げま

す。 
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     白銀の雪原で成長！スキー学習（１月２６日、２月２日）      

今年度は多くの保護者が「PTAボランティア」として授業に参加してくださったので、 

少人数グループをたくさん作ることができました。１つ

のグループを２人体制で指導することで、子どもたちの

安全が確保できました。少人数のためリフトの待ち時間

も減り、子どもたちは存分に滑りを楽しめたようです。 

ご協力いただいた「PTAボランティア」の皆様、温か

いサポートを本当にありがとうございました。 

「命をいただく」大切さを学ぶ 
  

１月２７日、日本ハムの社員の方々をお招きし、

食育教室を開催しました。 

授業では、パッケージの工夫によるプラゴミ削減

の取組（SDGs）や、「食べることは生き物の命をい

ただくこと」というお話を伺いました。子どもたち

は、日々の食事への感謝の気持ちを新たに、真剣な

表情で聞き入っていました。 

 食の裏側にある努力や命の尊さに触れる、大変貴

重な機会となりました。 

 ２月 13日（金）  「縦割りの絆」と「個の挑戦」 

練習成果を発揮した「なわとび集会」 
 個人種目では、各自が磨いた短縄の技を堂々と

披露しました。続く縦割り班対抗「みんなでジャ

ンプ」や「連続交代跳び」では、高学年が下級生

を優しくリードし、班のめあてに向かって心を一

つに長縄を跳びました。 

 保護者の皆様の応援を受け、子どもたちは練習

以上の力を発揮できました。ご声援、ありがとう

ございました。 


